
本
学
の
取
組
「
7
つ
の
工
房

に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

の
養
成
―

体
験
的
実
工
学
教
育
―

」

が
文
部
科
学
省
の
「
特
色
あ
る

大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
特
色
G
P
）
」
に
、
多
く
の
難

関
を
突
破
し
て
採
択
さ
れ
た
の

が
7
月
。
以
来
、
全
国
各
地
で

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
工
房
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
挑
戦
工
房
）
の
公

募
、
第
9
回
教
育
改
革
授
業
改

善
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

現
場
の
技
術
者
、
総
合
的
判

断
力
を
備
え
た
技
術
者
、
即
戦

力
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、

様
々
に
語
ら
れ
る
本
学
の
教
育

目
標
は
、
長
時
間
か
け
て
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
む
、
徹
底
し

た
体
験
的
技
術
教
育
（
体
験
的

実
工
学
教
育
）
を
経
て
は
じ
め

て
達
成
で
き
る
。

そ
の
根
幹
を
な
す
の
が
、
工

房
教
育
で
あ
る
。
7
つ
の
工
房

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま

え
て
、
さ
ら
に
前
進
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

「
2
×
4
木
造
建
築
工
房
」

で
は
、
8
月
に
カ
ナ
ダ
か
ら
大

工
ゲ
ー
リ
ー
・
カ
レ
ン
さ
ん
を

大
学
へ
招
き
、
準
備
作
業
を
行

っ
た
。
9
月
に
は
、
学
生
8
人

と
教
員
4
人
が
、
ア
ル
バ
ー
タ

州
の
カ
ナ
ダ
研
修
所
に
赴
き
、

大
型
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
建
設
に

挑
戦
し
、
見
事
に
完
成
さ
せ
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
昨
年
の
茶
室
と

共
通
す
る
竪
格
子
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
挑
戦
工
房
に
は

6
つ
の
工
房
か
ら
応
募
が
あ
っ

た
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
工
房
は
、

早
い
も
の
で
、
今
月
末
を
境

に
秋
学
期
か
ら
最
後
の
冬
学
期

へ
と
移
行
す
る
。
本
大
学
院
は

1
年
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

従
来
の
負
荷
の
大
き
な
「
修
士

論
文
」
の
替
わ
り
に
「
特
定
課

題
研
究
」
な
る
科
目
を
、
修
了

要
件
と
し
て
課
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
解
決
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
業
務
上
の
「
特
定
の
課
題
」

を
学
生
が
自
主
的
に
設
定
し
、

希
望
し
た
専
任
教
員
の
指
導
の

も
と
、
秋
学
期
、
冬
学
期
の
半

年
間
で
そ
の
解
決
策
等
に
つ
い

て
研
究
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
ま
と
め
る
も
の
。
さ

ら
に
、
最
終
試
験
と
し
て
、
そ

の
成
果
を
公
開
の
場
で
発
表
す

も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
か
ら
工

学
へ
の
道
を
探
る
も
の
で
あ
り
、

エ
ク
セ
レ
ン
ト
工
房
は
、
近
い

将
来
に
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

工
房
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
で
全
学
科
の
学
生
が
応

募
可
能
な
工
房
が
そ
ろ
っ
た
。

10
月
27
日
に
第
9
回
教
育
改

革
授
業
改
善
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

「
工
房
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

の
7
工
房
と
挑
戦
工
房
6
工
房

か
ら
、
活
動
の
成
果
や
目
標
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
活
発
な

る
事
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

学
生
の
希
望
に
は
、
専
門
職

大
学
院
な
ら
で
は
の
際
立
っ
た

特
徴
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
れ

は
、
自
分
の
具
体
的
な
業
務
改

善
に
、
少
し
で
も
役
立
つ
助
言

を
し
て
も
ら
え
そ
う
な
教
員
の

指
導
を
希
望
す
る
と
い
う
事
で

あ
る
。
実
際
、
14
人
い
る
専
任

教
員
の
う
ち
、
特
定
の
教
員
に

希
望
が
集
中
す
る
事
態
も
懸
念

さ
れ
た
が
、
幸
い
学
生
を
そ
の

希
望
の
と
お
り
に
振
り
分
け
る

事
が
出
来
た
。
短
い
期
間
で
は

あ
る
が
、
是
非
と
も
業
務
改
善

に
資
す
る
よ
う
な
、
良
い
成
果

を
挙
げ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

る
。

討
論
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
や

や
気
に
な
る
の
は
、
学
科
横
断

的
、
学
際
的
な
工
房
が
少
な
か

っ
た
点
で
あ
る
。
工
学
は
、

様
々
な
領
域
の
技
術
・
英
知
が

統
合
・
融
合
・
協
力
し
て
こ
そ

成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
に
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
特
色
G
P
の
採
択
と

は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
30
数
年
に
渡
る
、
本
学

の
実
践
的
技
術
教
育
が
評
価
さ

れ
た
と
自
信
過
剰
に
な
る
よ
う

で
は
前
へ
進
め
な
い
。
特
色
G

P
は
、
優
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
評
価
し
、
他
の
大
学
の
教

育
改
革
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
文
科
省
が
選
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
大
学
の

取
組
を
紹
介
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
秋
に
、
横
浜
・
札
幌
・
福

岡
・
京
都
な
ど
全
国
7
ヶ
所
で

開
催
さ
れ
た
。
各
会
場
で
、
選

定
さ
れ
た
他
大
学
あ
る
い
は
来

年
度
の
採
択
を
目
指
し
て
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い
る
大
学
関
係

者
と
交
流
を
深
め
る
う
ち
、
大

学
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
み

え
て
き
た
。
教
育
改
革
な
く
し

て
、
大
学
の
未
来
は
な
い
。
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こ
れ
か
ら
の
時
代
に

必
要
な
も
の

年
頭
の
辞

学長　柳澤　章

2
0
0
6
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
学
生
諸
君
、
教
職
員
そ
し
て
大
学
関
係
者
の

皆
様
は
、
新
し
い
年
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
れ
ば
、
ご
存
知
の
よ
う
に

本
学
の
「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ

ー
の
養
成
―

体
験
的
実
工
学
教
育
―

」
が
、
文
部
科
学

省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
房
教
育
を
本
学
の
教
育

の
特
長
と
す
べ
く
、
本
年
は
さ
ら
に
充
実
の
た
め
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

P
C
な
ど
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
仮

想
の
体
験
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
実
物
を
手

に
と
っ
て
作
業
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
専

門
分
野
だ
け
を
受
け
持
つ
の
で
は
な
く
、
企
画
を
立

て
る
こ
と
か
ら
完
成
ま
で
、
す
べ
て
の
工
程
に
関
わ

っ
て
い
く
中
か
ら
学
ぶ
。
こ
う
し
た
点
が
「
特
色
あ

る
」
ゆ
え
ん
で
、
学
内
で
日
々
、「
体
験
す
る
実
工
学

教
育
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
日
本
工
業
大
学
専
門
職
大
学
院
が

ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

様
々
な
専
門
職
大
学
院
が
開
設
さ
れ
る
今
日
に
あ

っ
て
、
本
学
園
に
お
い
て
は
、
と
く
に
中
小
企
業
の

方
に
焦
点
を
当
て
た
点
に
、
本
学
園
の
意
志
が
表
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
現
場
で
も
の
づ
く
り
に
日
々

携
わ
っ
て
い
る
方
々
を
対
象
に
最
新
の
技
術
、
理
論

を
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
能
力
も
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
眼
に
し
た
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
部
で
の
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成
と
、
専

門
職
大
学
院
で
の
学
び
と
い
う
の
は
、
対
象
者
は
異

な
り
ま
す
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
習
得
す
べ
き
こ
と
を
、

2
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
は
、
実
践
と
理
論
、
具

象
と
抽
象
を
往
復
し
な
が
ら
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
へ

と
進
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
特
徴
の
1
つ
は
、
目
と

手
と
鼻
な
ど
五
感
が
、
非
常
に
高
い
感
度
を
持
っ
た

セ
ン
サ
ー
で
あ
る
こ
と
を
、
学
習
者
自
身
が
発
見
で

き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
、
問
題
を
解
決

し
、
創
造
へ
と
導
く
発
端
と
な
り
ま
す
。

工
学
に
お
い
て
は
、
細
分
化
さ
れ
た
技
術
単
独
で

は
、
解
決
で
き
な
い
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
カ
レ

ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
経
験
に
よ
っ
て
技
術
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
す
る
能
力
を
備
え
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
こ
そ
が
、

創
造
的
な
仕
事
が
可
能
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
自
覚

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
喜
び
。
こ

れ
こ
そ
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
の
極
上
の
報
酬
な

の
で
あ
り
ま
す
。

2
0
0
6
年
は
、
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
で
し

ょ
う
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
め
ざ
す
諸
君
で
あ
れ
ば
、
技

術
と
産
業
の
動
向
に
注
目
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

も
ち
ろ
ん
国
際
情
勢
も
、
で
あ
り
ま
す
。

中
国
の
景
気
が
日
本
の
産
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
、
注
目
さ
れ
ま
す
。
諸
君
が
就
職
し

た
際
、
勤
務
地
が
日
本
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
時
代

で
す
。
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
、
も
う
少
し
勉
強
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
の
筆
頭
に
上
が
る

の
が
語
学
で
す
。
そ
の
こ
と
に
心
し
て
く
だ
さ
い
。

仮
に
国
家
と
国
家
と
が
政
治
問
題
で
摩
擦
が
生
じ

る
局
面
に
な
っ
て
も
、
経
済
に
お
い
て
は
す
で
に
深

く
結
び
つ
い
て
お
り
、
分
か
ち
難
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
実
で
す
。
日
本
の
製
造
業
は
、
か
ね
て
よ
り
、

生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
拠
点
を
海
外
に
移
転

し
、
空
洞
化
が
進
行
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ

ザ
ー
プ
ラ
ン
ト
は
日
本
国
内
と
す
る
こ
と
を
重
視
す

る
企
業
が
依
然
と
し
て
多
い
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

諸
君
が
取
り
組
む
、
機
械
、
電
気
電
子
、
建
築
、

シ
ス
テ
ム
、
情
報
の
各
分
野
で
の
技
術
が
、
時
代
の

動
き
と
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
し
、
旬
の
技
術
と
な
る

の
か
、
注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

学
生
諸
君
の
今
年
の
健
闘
を
祈
り
、
学
生
の
勉
学

を
支
え
る
教
職
員
そ
し
て
大
学
関
係
者
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

2007年の学園創立100周年まで、
あと1年半。本学園では、年史
の作成や百年記念館の建設など、
学内外の方々の協力をいただき、
さまざまな記念事業を推進して
いる。左は、無限を表す「メビ
ウスの環」をモチーフとした、
100周年記念シンボルマーク。

●全国各地でのフォーラム（福岡会場）

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
へ
向
け
健
闘
中

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
　

研
究
科
長
　
村
川
　
正
夫

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

第2回募集 第3回募集
平成17年12/12（月）平成18年 1/30（月）

出願期間 ～ ～
平成18年 1/21（土）平成18年 2/22（水）

試験日 平成18年 1/29（日）平成18年 2/26（日）
合格発表 平成18年 2/ 2（木）平成18年 3/ 2（木）
入学手続 平成18年 2/17（金）平成18年 3/10（金）締切日

2006年度 専門職大学院入試日程専門職大学院オープンキャンパス

2月4日（土）13時30分から
シンポジウム、説明会、キャンパスツアー、授業見学

等を予定しています。
＊参加ご希望の方は事前にお申し込みください。
お申し込み先：日本工業大学　専門職大学院
TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594

E-mail：mot@kanda.nit.ac.jp

●セグウェイを使った授業風景（サイエンス工房）
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現在活動中の13の工房と責任者
7つの工房
・機械加工工房（酒井　茂紀）
・型技術工房（長坂　保美）
・エンジン製作工房（小倉　勝）
・ロボット製作

カレッジマイスター工房（中里　祐一）
・2×4木造建築工房（波多野　純）
・ネットワーク構築

カレッジマイスター（片山　茂友）
・ものづくり入門工房（宮澤　肇）

新規挑戦工房
＜プライマリー工房＞
・サイエンス工房（鈴木　一良）
・サステイナブルデザイン工房（成田　健一）

＜エクセレント工房＞
・航空機復元技術体験工房（渡辺　顯）
・福祉情報機器設計開発工房（片山　茂友）
・ITシステム工房（樺澤　康夫）
・電子創造工房（高橋　明遠）

日本工業大学　平成18年度入試日程

日本工業大学　工学部
●機械工学科　●電気電子工学科　●建築学科　●システム工学科　●情報工学科

本学の取組が、文部科学省・平成17年度「特色ある教育支援プログラム」に採択されました

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
●機械工学専攻 ●電気工学専攻 ●建築学専攻 ●システム工学専攻 ●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 日本工業大学教務部　入試室
70120-250-267 ℡：0480-33-7676（直通）
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　℡0480-33-7507（直通）

■平成18年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

2月12日 ・数学!、@ ・物理!

一般入試 1月6日～2月4日 2月13日 ・英語!、@、リーディング、 2月21日 2月28日

2月14日 オーラル・コミュニケーション!

*上記のうちから任意の2科目を選択

社会人入試 1月6日～1月18日 2月13日 小論文及び面接 2月21日 2月28日

帰国子女入試 1月6日～2月4日 2月12日 書類審査及び面接 2月21日 2月28日

AO入試（第3期） 2月20日～2月25日 3月4日 面談、課題への取り組み 3月10日 3月17日

留学生 1月6日～2月4日 2月13日 面接 2月21日 2月28日

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月21日 2月28日 書類選考・面接 3月4日 3月10日
（受験日自由選択制）

書類審査による第1次試験の合格者のみ受験可能。第1次試験の合格発表は1月21日

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

特
色
G
P
採
択
後
の
展
開

新
た
に
6
工
房
が
追
加
さ
れ
13
工
房
に
!

教
育
研
究
推
進
室
長

波
多
野
　
純



な
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
私

は
こ
れ
を
機
に
、
わ
が
日
本

工
業
大
学
が
、
よ
り
一
層
、

「
教
育
研
究
」
の
府
と
し
て
確

た
る
歩
み
を
推
し
進
め
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年

4
月
、
本
学
園
は
「
モ
ノ
づ

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
推
察
致
し
ま
す
に
、

さ
ぞ
そ
れ
ぞ
れ
に
満
を
持
し

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

満
を
持
す
と
い
え
ば
、
来

年
6
月
、
本
学
園
は
〈
学
園

創
立
百
周
年
〉
と
い
う
大
き

10
月
28
日
（
金
）
N
I
T
E

C
（
ナ
イ
テ
ッ
ク
）
埼
玉
産
学

交
流
会
創
立
20
周
年
記
念
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
本
学
の
大
川
陽

康
理
事
長
が
講
演
し
た
。

N
I
T
E
C
埼
玉
産
学
交
流

会
は
、
「
日
本
工
業
大
学
と
共
に

モ
ノ
づ
く
り
の
向
上
に
挑
む
!!
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
活
動

す
る
産
学
連
携
組
織
で
、
日
刊

工
業
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
が

事
務
局
を
務
め
て
い
る
。
現
在
、

会
員
企
業
は
27
社
で
、
主
に
地

域
の
意
欲
的
な
製
造
業
で
あ
る
。

活
動
は
、
本
学
へ
の
研
究
室
訪

た
。さ

ら
に
7
月
に
は
、
文
部

科
学
省
よ
り
こ
れ
ま
で
実
学

を
旨
に
着
々
と
整
備
を
積
み

重
ね
て
き
た
七
つ
の
工
房
で

の
「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

の
養
成
―
体
験
的
実
工
学
教

育
」
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

く
り
人
材
の
高
度
化
」
と
い

う
時
代
の
趨す

う

勢せ
い

を
見
据
え
て
、

草
創
期
ゆ
か
り
の
東
京
・
神

田
の
一
画
に
、
技
術
力
に
加

え
高
度
な
経
営
力
を
有
す
る

「
技
術
経
営
修
士
（
専
門
職
）
」

の
学
位
を
取
得
さ
せ
る
、
専

門
職
大
学
院
を
開
設
し
ま
し

問
、
講
演
会
、

セ
ミ
ナ
ー
、
工

場
見
学
、
海
外

研
修
な
ど
で
、

ほ
ぼ
毎
月
開
催

さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
や
交

流
が
な
さ
れ
て

い
る
。

最
近
で
こ
そ
、

産
学
連
携
や
産

学
交
流
に
ス
ポ

ッ
ト
が
当
り
、

全
国
各
地
で
地

域
の
大
学
を
核

に
交
流
が
推
進

れ
、
栄
え
あ
る
特
色
G
P
、

つ
ま
り
「
特
色
あ
る
大
学
教

育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採

択
、
今
後
4
年
間
に
わ
た
り

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
「
7
つ
の
工
房
」

と
は
、
『
建
学
の
精
神
』
に
謳

っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
現
場
に

直
結
し
た
科
学
技
術
者
」
の

養
成
と
い
う
教
育
目
標
に
即

し
、
こ
れ
ま
で
着
々
と
整
備

を
計
っ
て
き
た
機
械
工
作
セ

ン
タ
ー
や
電
気
実
験
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
7
つ
の
施
設
を

指
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
場

を
活
用
し
た
地
道
な
行
き
方

が
、
よ
う
や
く
実
り
を
も
た

ら
し
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
本

学
園
が
長
き
に
わ
た
っ
て
培

っ
て
き
た
と
こ
ろ
の

”教
育
プ

リ
ン
シ
プ
ル
“
が
支
持
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
学
園
創
立
百

周
年
を
目
前
に
し
た
私
た
ち

に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
な
い

賜
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
私
た
ち

は
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

「
実
学
精
神
」
と
い
う
伝
統
に

心
底
自
信
を
持
ち
、
目
を
据

え
な
お
し
て
、
ま
た
次
な
る

百
年
に
立
ち
向
か
っ
て
行
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
い
で
な
が
ら
、
新
春
に

際
し
、
私
が
も
う
一
つ
力
説

し
た
い
事
柄
は
、
I
S
O
1

4
0
0
1
の
取
得
以
来
寄
せ

て
い
た
環
境
面
に
対
す
る
意

識
を
、
本
年
は
教
育
研
究
面

に
も
多
く
向
け
て
、
ぜ
ひ
果

敢
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
学

園
環
境
の
維
持
は
大
切
で
す
。

し
か
し
大
学
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
に
倍
加
す
る
力
を
積
極

的
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に

生
か
さ
な
け
れ
ば
、
意
味
は

あ
り
ま
せ
ん
。

と
ま
れ
、
こ
の
慶
賀
す
べ

き
年
を
実
の
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
、
学
生
諸
君
は
じ

め
、
学
園
関
係
者
ご
一
同
の

大
い
な
る
奮
起
を
、
期
待
致

し
ま
す
。

さ
れ
て
い
る
が
、
20
年
前
に
は
、

ま
だ
先
駆
的
な
取
組
み
で
あ
っ

た
。大

川
陽
康
理
事
長
の
講
演
で

は
、
冒
頭
「
な
ぜ
産
学
交
流
か
」

に
触
れ
、
そ
れ
は
本
学
の
建
学

の
精
神
に
う
た
わ
れ
て
い
る
通

り
、
本
学
を
設
立
す
る
段
階
か

ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
こ

と
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
学
園
創

立
百
周
年
を
2
年
後
に
迎
え
る

本
学
園
の
背
骨
を
貫
く
精
神
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

そ
の
後
「
こ
れ
か
ら
の
産
学

交
流
と
も
の
づ
く
り
　
〜
産
業

と
企
業
の
活
性
化
に
向
け
て
〜
」

と
題
し
、
1
時
間
に
わ
た
る
講

演
を
行
っ
た
。
講
演
は
3
部
で

構
成
さ
れ
、
パ
ー
ト
Ⅰ
「
産
学

交
流
に
よ
る
研
究
・
技
術
開
発

の
支
援
体
制
お
よ
び
成
果
」
、
パ

ー
ト
Ⅱ
「
産
学
交
流
に
よ
る
人

材
育
成
支
援
体
制
（
専
門
職
大

学
院
の
紹
介
）
」
、
パ
ー
ト
Ⅲ

「
産
学
交
流
に
つ
い
て
思
う
こ

と
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

パ
ー
ト
Ⅰ
で
は
、
「
産
学
交
流

に
よ
る
研
究
・
技
術
開
発
の
支

援
体
制
」
の
全
体
像
を
示
し
、

役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、
ど
の

様
な
支
援
や
交
流
が
可
能
で
あ

る
か
を
提
示
し
た
。
続
い
て
、

産
学
交
流
の
成
果
と
し
て
、
企

業
か
ら
の
研
究
委
託
金
・
研
究

奨
励
金
の
金
額
の
推
移
や
、
申

込
み
件
数
の
内
訳
を
示
す
と
と

も
に
、
個
別
の
研
究
テ
ー
マ
に

つ
い
て
も
言
及
し
、
本
学
の
成

果
を
披
露
し
た
。

パ
ー
ト
Ⅱ
は
「
産
学
交
流
に

よ
る
人
材
育
成
支
援
体
制
」
と

題
し
、
主
に
本
年
度
4
月
に
開

講
し
た
専
門
職
大
学
院
の
紹
介

を
行
っ
た
。

パ
ー
ト
Ⅲ
「
産
学
交
流
に
つ

い
て
思
う
こ
と
」
で
は
「
N
I

T
サ
ロ
ン
」
の
設
立
な
ど
、
4

点
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
柳
澤
章
学
長
が
、
今

後
の
産
学
連
携
に
つ
い
て
発
言

を
求
め
、
さ
ら
に
積
極
的
に
産

学
連
携
を
推
進
す
る
た
め
に

「
出
前
技
術
相
談
」
を
実
施
す
る

構
想
が
あ
る
こ
と
を
披
露
、
担

当
者
と
し
て
、
10
月
か
ら
着
任

し
た
松
倉
宏
一
総
務
課
員
を
紹

介
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
、
日

刊
工
業
新
聞
社
長
・
千
野
俊
猛

氏
も
加
わ
り
、
総
勢
40
人
が
参

加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流

が
図
ら
れ
た
。

工
学
、
電
気
電
子
工
学
、
建

築
・
都
市
計
画
、
計
算
機
科
学

技
術
、
情
報
科
学
技
術
、
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
等
の
12
ス
ク
ー
ル

が
あ
る
。
国
の
重
点
策
と
し
て
、

4
つ
の
国
立
重
点
ラ
ボ
と
4
つ

の
国
立
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が

置
か
れ
て
い
る
。

学
部
生
は
3
万
4
千
人
、
修
士

課
程
は
1
万
2
千
人
、
博
士
課

程
は
4
千
4
百
人
で
あ
る
。

組
織
は
ス
ク
ー
ル
制
で
、
そ

の
下
に
学
部
が
置
か
れ
、
ス
ク

ー
ル
と
独
立
し
た
学
部
は
全
部

で
36
あ
る
。
本
学
と
関
係
が
深

い
ス
ク
ー
ル
に
は
、
機
械
科
学

年
に
前
身
の
華
中
理
工
大
学
、

同
済
医
科
大
学
他
2
機
関
を
統

合
し
て
設
立
さ
れ
、
全
国
重
点

大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
は
4
・
6
平
方
キ
ロ
。

緑
と
水
が
調
和
し
た
環
境
に
あ

る
。
学
生
数
は
5
万
人
、
う
ち

の
最
新
の
実
情

を
把
握
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

訪
問
に
は
堀
田

勝
喜
図
書
館
長
、

渡
辺
康
夫
国
際

交
流
担
当
教
授
、

藤
田
則
夫
総
務

部
長
、
渋
谷
龍

美
総
務
課
長
が

随
行
し
た
。

初
日
は
、
朱

玉
泉
校
務
委
員

会
主
席
か
ら
最

近
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受

け
た
。
H
U
S

T
は
2
0
0
0

平
成
17
年
10
月
17
〜
18
日
の

両
日
、
柳
澤
章
学
長
は
中
国
湖

北
省
武
漢
市
に
あ
る
学
術
協
定

校
の
華
中
科
技
大
学
（
H
U
S

T
）
を
訪
問
し
た
。
学
長
就
任

後
初
め
て
の
こ
と
と
な
る
今
回

の
訪
問
の
目
的
は
、
今
後
の
交

流
を
考
え
る
上
で
、
H
U
S
T

万
人
収
容
の
教
室
棟
で
、
典
型

的
な
教
室
は
約
1
2
0
人
分
の

広
さ
。
さ
ら
に
、
1
万
人
収
容

の
教
室
棟
を
建
設
中
で
あ
る
。

大
川
陽
康
理
事
長
の
基
金
協
力

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
講
堂
に

も
案
内
さ
れ
、
利
用
状
況
や
、

豪
華
な
緞
帳
、
柔
ら
か
に
マ
ッ

キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
新
設
さ
れ
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
大
学
構

内
の
三
次
元
画

像
を
バ
ー
チ
ャ

ル
に
映
し
出
し

て
い
た
。
ハ
ー

ド
は
シ
リ
コ
ン

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
社
製
で
、
基

本
ソ
フ
ト
も
導

入
し
、
そ
の
先

を
自
主
開
発
し

て
い
る
。
驚
か

さ
れ
た
の
が
最

近
完
成
し
た
2

注
目
す
べ
き
点
は
、
大
学
が

技
術
移
転
の
た
め
に
H
U
S
T

モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
科
学
産
業

パ
ー
ク
を
大
学
周
辺
に
展
開
し

て
い
る
事
。
こ
の
中
核
企
業
が

華
工
科
技
で
、
傘
下
に
レ
ー
ザ

加
工
等
の
専
門
企
業
群
が
あ
る
。

2
日
目
は
施
設
を
見
学
し
た
。

チ
し
た
壁
彫
刻
を
見
学
し
た
。

科
学
産
業
パ
ー
ク
で
は
ま
ず
、

華
工
科
技
華
工
激
光
（
H
G
L

a
s
e
r
）
を
見
学
。
同
社
は

97
年
に
レ
ー
ザ
製
品
開
発
の
国

内
初
の
企
業
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
社
員
は
3
5
0
名
。
製
品

に
は
各
種
レ
ー
ザ
マ
ー
カ
ー
や
、

レ
ー
ザ
溶
接
シ
ス
テ
ム
、
5
軸

数
値
制
御
レ
ー
ザ
切
断
シ
ス
テ

ム
等
が
あ
る
。
次
に
訪
れ
た
華

中
数
控
（
E
R
C
）
は
2
0
0

1
年
の
設
立
で
、
H
U
S
T
の

出
資
率
は
19
％
。
社
員
は
2
0

0
名
。
主
な
開
発
製
品
は
工
作

機
械
用
数
値
制
御
計
算
機
・
モ

平
成
17
年
11
月
10
日
・
11
日

の
両
日
、
南
台
科
技
大
学
（
台

湾

）

に

お

い

て

「2
0

0
5

InternationalSym
posium

on
NanoScienceand

Technology

」

が
開
催
さ
れ
、
本
学
よ
り
伴
雅

人
助
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

が
招
待
を
受
け
、
「
炭
素
系
薄
膜

の
ナ
ノ
構
造
化
に
お
け
る
最
近

の
研
究
動
向
」
に
つ
い
て
の
講

演
を
行
っ
た
。

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
台

湾
か
ら
は
国
立
成
功
大
学
、
工

伴
助
教
授
が
台
湾
で
講
演
、

中
国
湖
南
大
学
か
ら
来
訪

ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
電

子
部
品
は
ほ
ぼ
全
品
輸
入
で
、

性
能
と
信
頼
性
を
高
め
て
い
る
。

製
品
は
国
内
向
け
で
あ
る
が
、

一
部
は
輸
出
す
る
。
価
格
は
、

国
際
価
格
に
対
し
て
ハ
イ
テ
ク

製
品
で
1
／
2
、
一
般
は
1
／
3

を
目
標
に
し
て
い
る
。

H
U
S
T
の
目
覚
し
い
発
展

は
武
漢
の
発
展
と
平
行
し
て
い

る
。
武
漢
の
人
口
は
7
8
0
万

人
。
商
業
は
第
4
位
。
鉄
鋼
業

で
は
武
漢
鉄
鋼
集
団
が
第
3
位
。

近
年
は
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が

チ
ャ
イ
ナ
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
バ
レ

業
技
術
研
究
院
等
、
日
本
か
ら

は
名
城
大
学
、
熊
本
大
学
、
工

学
院
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、

ー
で
、
武
漢
は
国
内
随
一
の
光

情
報
産
業
基
地
で
あ
る
。
も
う

1
つ
は
自
動
車
産
業
で
、
東

風
・
シ
ト
ロ
エ
ン
合
弁
工
場
を

導
い
た
。
湖
北
省
の
西
端
部
に

あ
る
世
界
最
大
の
水
力
発
電
、

長
江
三
峡
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
H
U
S
T
は
参
画
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
産
業
の
発
展

を
支
え
る
武
漢
に
は
、
H
U
S

T
等
の
高
等
教
育
機
関
が
35
、

ハ
イ
テ
ク
企
業
が
1
5
0
0
社

あ
り
、
科
学
技
術
の
総
合
力
は

国
内
第
3
位
で
あ
る
。
H
U
S

T
は
さ
ら
に
発
展
の
道
を
歩
む

に
違
い
な
い
。

早
稲
田
大
学
等
か
ら
の
研
究
報

告
が
あ
り
、
活
発
な
討
論
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
親
睦
が
深

め
ら
れ
た
。

ま
た
、
11
月
15
日
に
は
湖
南

大
学
（
韓
国
）
よ
り
、
情
報
通

信
大
学
長Dr.Na

Hyun
Silk

、

学
生
処
長Dr.Bok

Hw
an

M
o

、

海
外
事
業
日
本
担
当Dr.Yoon

Chyun
Gyun

の
3
氏
が
本
学
と

の
学
術
交
流
協
定
締
結
を
求
め

て
柳
澤
学
長
を
訪
問
。
学
内
見

学
後
、
両
学
で
意
見
交
換
や
協

議
を
行
い
、
前
向
き
に
検
討
・

協
力
し
、
学
術
交
流
協
定
締
結

に
向
け
て
交
流
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

年
も
明
け
、
本
学
園
創
立
百

周
年
も
、
い
よ
い
よ
来
年
に
迫

っ
て
き
た
。
本
学
園
で
は
平
成

16
年
4
月
か
ら
1
0
0
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の

概
要
を
ご
紹
介
す
る
。

創
立
記
念
式
典
は
、
創
立
記

念
日
で
あ
る
平
成
19
年
6
月
29

日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
、
細
部
の
調
整
を
進
め
て
い

る
。
年
史
委
員
会
で
も
、
百
周

年
記
念
史
の
刊
行
に
向
け
、
原

稿
執
筆
や
資
料
整
備
に
拍
車
が

か
か
っ
て
い
る
。
記
念
事
業
検

百
周
年
記
念
事
業
へ

募
金
の
お
願
い

―
募
金
委
員
会
よ
り
―

討
委
員
会
も
、
具
体
的
な
事
業

の
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
。

建
設
委
員
会
で
は
、
図
書
館
・

情
報
複
合
施
設
で
あ
る
「
百
年

記
念
館
」
設
置
に
向
け
、
検
討

を
進
め
て
き
た
が
、
現
在
は
、

設
計
が
固
ま
り
、
施
工
に
向
け

て
具
体
的
な
見
積
も
り
や
施
工

業
者
の
選
定
に
入
っ
て
い
る
。

本
事
業
は
、
大
学
募
金
対
象
事

業
で
あ
る
。
「
百
年
記
念
館
」
は
、

学
園
の
将
来
を
担
う
、
知
の
拠

点
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る

の
で
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

本
学
が
後
援
し
、
専
門
職
大

学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ

れ
る
「
技
術
経
営
大
学
校
（
略

称
M
O
T.

S
）
」
が
平
成
17
年
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

主
催
は
、
先
端
技
術
産
業
調

査
会
（
西
澤
潤
一
会
長
）
で
、

本
学
と
と
も
に
中
小
基
盤
整
備

機
構
が
後
援
し
て
い
る
。
中
小

製
造
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
革
新
企
業
の
経
営
者
を
講

師
に
迎
え
、
中
堅
・
中
小
製
造

業
の
経
営
者
･
後
継
者
や
幹
部

を
対
象
に
、
技
術
経
営
を
学
ぶ

機
会
を
提
供
す
る
。
講
座
は
、

本
学
が
後
援
し
、

「
技
術
経
営
大
学
校
」
を
開
設

原
則
第
3
土
曜
日
に
毎
月
1
回

開
講
し
、
1
年
間
を
研
修
単
位

と
し
て
い
る
。
講
義
の
後
は
、

講
師
を
交
え
た
懇
談
会
で
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
特
長
。

10
月
29
日
の
開
講
式
で
は
、

先
端
技
術
産
業
調
査
会
・
西
澤

会
長
の
代
理
と
し
て
、
同
調
査

会
顧
問
で
、
本
学
と
は
「
感
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
で
縁
の
深
い

内
田
盛
也
氏
が
挨
拶
。
専
門
職
大

学
院
の
村
川
研
究
科
長
も
「
引

き
続
き
勉
強
し
た
い
方
は
、
本
大

学
院
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
記
念
講
演
は

東
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ビ
ー
ム
（
株
）

社
長
の
上
野
保
氏
で
、
事
業
に
は

コ
ア
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
術
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
当

日
は
、
関
係
者
を
含
め
約
50
名
が

参
加
し
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

＊
詳
細
は
左
記
U
R
L
で

http://w
w

w
.nit.ac.jp/senm

on/
contents/06event/event.htm
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（2） 平成18年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第138号

理事長

大川　陽康

●創立20周年記念フォーラムで講演する大川理事長

●年頭所感●

さあ、教育研究の充実へ！

●MOT.S開講風景●南台科技大学で講演した伴助教授

2005年10月17～18日、学長以下４名

武漢市とともに目覚ましく発展する学術協定校へ

華中科技大学訪問記

●上：華中科技大学の前で記念撮影、下左：柳澤学長と朱玉泉校務委員会主席、下右：上海の朝
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国際交流

N
I
T
E
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玉
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学
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流
会

創
立
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

大
川
理
事
長
が
講
演



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
目
標

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
私
も
中
央
執
行
委
員

長
と
し
て
、
実
り
あ
る
一
年
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

時
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

私
が
日
本
工
業
大
学
に
入
学
し

て
か
ら
、
は
や
3
年
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
3
年
間

は
、
私
に
と
っ
て
大
変
充
実
し

た
も
の
で
し
た
。
入
学
当
初
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
希
望

と
不
安
で
胸
が
一
杯
だ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
が
中
央
執
行
委
員
会
に
入

っ
て
、
歴
代
委
員
長
の
下
で
多

く
の
仲
間
と
呼
べ
る
先
輩
や
後

輩
と
出
会
い
、
そ
の
仲
間
と
一

緒
に
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ

た
後
の
喜
び
や
達
成
感
な
ど
、

実
り
あ
る
多
く
の
こ
と
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

「
多
く
の
仲
間
達
と
共
に
1
年
間

頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
決

意
、
「
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
」

と
い
う
不
安
、
「
学
生
自
治
会
を

も
っ
と
良
い
も
の
に
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
希
望
が
入
り
混
じ

っ
た
、
入
学
当
初
と
同
じ
よ
う

な
気
持
ち
で
す
。

中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
就

任
に
あ
た
り
考
え
て
い
る
こ
と

は
、
皆
さ
ん
に
学
生
自
治
会
と

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
よ

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
学
生

自
治
会
員
の
仲
間
の
つ
な
が
り

を
強
く
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
今
ま

で
以
上
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
自

治
会
が
ど
う
い
う
も
の
か
が
分

か
れ
ば
、
意
見
・
要
望
な
ど
を

言
い
や
す
く
な
り
、
一
緒
に
大

学
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
皆
さ
ん
と
共
に
よ

り
よ
い
大
学
生
活
が
過
ご
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
1
年
間
で
多
く
の

人
と
出
会
い
、
今
ま
で
以
上
に

大
き
な
こ
と
を
経
験
し
、
歴
代

委
員
長
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統

の
良
い
と
こ
ろ
は
引
き
継
ぎ
、

改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
て
、

大
学
全
体
に
良
き
伝
統
を
残
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
学
生
自
治
会
は
皆

さ
ん
の
協
力
な
し
に
活
動
し
て

い
く
の
は
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
学
生
生
活
に
ど
こ
ま

で
貢
献
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
も
、
今
後
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
も
11
月
4
日
か
ら
6
日

の
3
日
間
に
わ
た
り
第
37
回
若

杉
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
、
『
百
花
斉
放
〜
花
か

ら
華
へ
咲
き
誇
れ
！
〜
』
。
今
回

の
若
杉
祭
の
特
徴
と
し
て
、
キ

ャ
ン
パ
ス
の
随
所
に
テ
ー
マ
の

『
花
』
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
企
画

電
気
電
子
工
学
科
4
年
に
在

籍
す
る
秋
元
達
也
君
が
、
電
気

主
任
技
術
者
試
験
（
以
下
、
電

験
）
第
二
種
に
合
格
し
た
の
は

大
学
2
年
の
時
だ
。
彼
が
合
格

し
た
平
成
15
年
の
受
験
者
数
は

約
1
万
人
で
、
合
格
者
数
は
わ

ず
か
4
8
0
名
。
合
格
率
4
・

4
％
と
い
う
難
易
度
の
高
い
試

験
に
、
若
干
19
歳
で
合
格
し
た
。

こ
の
電
気
主
任
技
術
者
と
い

う
の
は
、
発
電
所
や
工
場
、
ビ

ル
な
ど
（
事
業
用
電
気
工
作
物
）

の
工
事
か
ら
維
持
、
運
用
に
関

す
る
保
安
・
監
督
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
彼
が
取
得
し
た
第

二
種
と
い
う
の
は
、
17
万
ボ
ル

ト
未
満
の
範
囲
の
電
圧
を
取
り

扱
え
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
工

業
大
学
は
6
0
0
0
ボ
ル
ト
の

電
圧
の
供
給
を
受
け
て
い
る
こ

が
数
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、

本
館
の
廊
下
に
は
、
3
0
0
近

い
花
の
絵
が
展
示
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
地
元
の
小
学
生
に
『
花
』

を
テ
ー
マ
に
描
い
て
も
ら
っ
た

も
の
で
、
大
学
祭
実
行
委
員
会

が
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
取

と
を
考
え
る
と
、
17
万
ボ
ル
ト

と
い
う
数
字
が
い
か
に
大
き
い

か
が
分
か
る
。

彼
は
こ
の
資
格
の
ほ
か
に
、

危
険
物
取
扱
者
乙
種
全
類
、
第

二
種
冷
凍
機
械
な
ど
計
16
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
。
資
格
取
得

は
、
高
校
2
年
生
の
時
に
腕
試

し
の
つ
も
り
で
2
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士
の
資
格
を
取
っ
た
の
が
、

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
だ
。
高
校

時
代
は
、
中
間
試
験
と
期
末
試

験
の
間
に
資
格
試
験
を
3
つ
受

験
す
る
と
い
う
、
日
程
的
に
も

体
力
的
に
も
非
常
に
厳
し
い
時

期
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後

も
、
次
々
に
資
格
を
取
得
し
て

り
組
ん
だ
企
画
だ
。

委
員
長
の
叶
顕
人
（
建
築
学

科
3
年
）
君
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
挨
拶
の
中
で
、

「
私
た
ち
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
来

場
者
、
み
ん
な
が
今
回
の
若
杉

祭
を
機
に
一
人
一
人
の
心
の
中

に
あ
る
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い

い
く
。
そ
ん
な
彼
の
高
校
で
の

活
躍
に
、

”ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ

ー
ゴ
ー
ル
ド
“
の
称
号
が
授
与

さ
れ
る
。
平
成
13
年
度
第
1
回

の
認
定
で
、
抜
群
の
全
国
最
高

得
点
（
1
3
0
点
）
を
マ
ー
ク

し
、
当
時
の
周
囲
の
関
係
者
を

驚
か
せ
た
。

こ
の

”ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

ゴ
ー
ル
ド
“
は
、
ご
存
知
の
方

も
多
い
か
と
思
う
。
「
全
国
工
業

高
等
学
校
長
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
マ

イ
ス
タ
ー
顕
彰
制
度
」
と
し
て
、

す
べ
て
の
高
校
生
に
資
格
取
得

を
奨
励
し
、
工
業
教
育
へ
の
専

門
的
な
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ

る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

会
期
中
に
は
、
5
日
に
第
6
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
行
わ

れ
、
2
0
0
名
の
O
B
が
母
校

に
集
っ
た
。
6
日
に
は
第
19
回

建
築
設
計
競
技
表
彰
式
が
学
友

会
館
で
行
わ
れ
た
。

企
画
の
中
で
は
、
2
日
目
に

「
T
A
L
K
＆
L
I
V
E
2
0
0

5
」
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
ゲ

ス
ト
は
、
眞
鍋
か
を
り
・
品
川

庄
司
・
ニ
ブ
ン
ノ
ゴ
と
い
っ
た

認
定
さ
れ
た
職
業
資
格
の
取
得
、

優
れ
た
工
業
に
関
す
る
知
識
・

技
術
・
技
能
を
持
つ
高
校
生
に

与
え
ら
れ
る
称
号
だ
。

そ
ん
な
彼
が
、
日
工
大
へ
の

進
学
を
希
望
し
た
の
は
か
な
り

遅
い
時
期
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、

早
く
取
得
し
た
資
格
を
活
か
し

工
業
技
術
博
物
館
で
は
、
平

成
17
年
度
特
別
展
と
し
て
『
時

計
用
小
型
工
作
機
械
の
歴
史
』

を
、
平
成
17
年
11
月
4
日
か
ら

11
月
19
日
を
会
期
と
し
、
当
博

物
館
後
援
会
と
の
協
賛
で
開
催

し
た
。
ま
た
今
回
は
、
セ
イ
コ

ー
（
株
）
、
セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ

ル
（
株
）
社
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
（
株
）
、
セ
イ
コ
ー
時
計
資

料
館
の
後
援
に
よ
り
、
充
実
し

た
展
示
が
出
来
た
こ
と
を
感
謝

人
気
芸
能
人
。
会
場
と
な
っ
た

体
育
館
は
入
場
制
限
が
か
か
る

ほ
ど
だ
っ
た
。
3
日
目
の
「
秋

の
か
ら
っ
風
こ
ん
さ
ぁ
と
」
で

は
、
人
気
上
昇
中
の
グ
ル
ー
プ

「
ジ
ャ
パ
ハ
リ
ネ
ッ
ト
」
が
体
育

館
を
訪
れ
、
観
客
は
彼
ら
の
歌

声
に
心
酔
し
た
。
そ
し
て
、
最

後
は
恒
例
と
な
っ
た
2
0
0
発

を
超
え
る
打
ち
上
げ
花
火
。
こ

う
し
て
、
第
37
回
若
杉
祭
は
大

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

で
、
武
道
に
興
味
の
あ
っ
た
彼

は
、
空
手
道
部
に
所
属
す
る
。

大
学
で
の
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動

に
加
え
て
、
空
い
て
い
る
時
間

を
資
格
取
得
に
費
や
し
た
。
資

格
取
得
の
た
め
、
平
日
は
3
時

間
、
休
日
は
10
時
間
の
勉
強
を

し
た
。
近
年
、
電
験
の
出
題
傾

向
も
、
世
の
中
の
I
T
化
に
伴

い
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
日
本
に
建
設
さ
れ
る
大

型
プ
ラ
ン
ト
・
超
高
層
ビ
ル
な

ど
の
近
代
化
に
よ
っ
て
、
電
子

化
・
情
報
化
さ
れ
た
こ
と
が
関

係
し
て
い
る
。
1
9
9
5
年
以

降
は
、
電
験
で
も
大
幅
に
電
子

系
・
情
報
系
の
問
題
が
取
り
込

ま
れ
、
幅
広
い
分
野
か
ら
出
題

さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
彼
は
電
験
第
一
種
の

資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
中
だ
。

来
春
か
ら
は
、
設
備
全
般
を
行

う
企
業
へ
就
職
が
決
ま
っ
て
い

る
が
、
社
会
人
に
な
れ
ば
大
学

時
代
に
比
べ
自
分
の
時
間
は
激

減
す
る
だ
ろ
う
。
限
ら
れ
た
時

間
を
ど
う
使
っ
て
目
標
達
成
す

る
か
。
彼
の
挑
戦
は
続
く
。

し
て
い
る
。

今
回
の
特
別
展
の
メ
イ
ン
は
、

セ
イ
コ
ー
時
計
資
料
館
か
ら
借

用
し
た
、
昭
和
初
期
・
中
期
に

機
械
式
腕
時
計
の
部
品
製
作
に

使
わ
れ
た
小
型
工
作
機
械
等
の

展
示
で
、
こ
れ
ら
に
よ
り
当
時

の
時
計
製
作
技
術
を
紹
介
し
た
。

展
示
で
は
、
時
計
を
構
成
す

る
機
械
部
品
を
「
歯
車
」
・
「
軸
・

ね
じ
」
・
「
地
板
・
受
」
・
「
ば
ね
」

の
4
つ
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ら

の
部
品
と
工
作
機
械
を
関
連
づ

け
て
見
せ
る
よ
う
に
し
た
。
さ

ら
に
、
一
部
の
工
作
機
械
は
電

動
機
と
組
み
合
わ
せ
、
刃
具

（
フ
ラ
イ
ス
カ
ッ
タ
ー
）
を
取
り

付
け
た
主
軸
を
回
転
さ
せ
て
動

態
展
示
を
行
っ
た
。
ま
た
、
後

援
団
体
か
ら
は
、
最
近
の
時
計

に
採
用
さ
れ
て
い
る
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
や
解
説
用
の
パ
ネ
ル
、
C

G
等
も
借
用
し
て
最
新
技
術
の

紹
介
に
務
め
た
。
特
に
、
時
計
の

構
造
を
説
明
す
る
た
め
に
、
本

学
付
属
東
京
工

業
高
等
学
校
・

生
徒
の
自
主
製

作
に
よ
る
掛
時

計
を
展
示
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の

正
確
な
加
工
と

調
整
の
見
事
さ

に
つ
い
て
、
見
学
者
の
方
々
か

ら
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
す
る

な
ど
、
非
常
に
好
評
で
あ
っ
た
。

会
期
中
の
11
月
16
日
（
水
）

に
は
、
講
師
に
セ
イ
コ
ー
時
計

資
料
館
の
名
誉
館
長
久
保
田
浩

司
氏
を
お
迎
え
し
、
『
時
計
工
業

に
お
け
る
技
術
開
発
の
歴
史
』

を
演
題
に
、
学
友
会
館
ホ
ー
ル

で
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。

同
氏
は
、
当
時
の
第
二
精
工
舎

に
入
社
後
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
時
計
の
設

計
・
製
造
に
従
事
し
、
退
職
後

は
時
計
産
業
史
を
研
究
さ
れ
て

い
る
。
講
演
で
は
時
計
の
構
造

や
生
産
技
術
を
解
説
す
る
と
同

時
に
、
セ
イ
コ
ー
社
が
構
築
し

た
技
術
に
対
す
る
理
念
・
思
想

を
紹
介
し
、
最
終
的
に
は
、
時

計
の
製
造
技
術
を
通
し
て
社
会

の
中
で
の
技
術
の
あ
り
方
を
分

か
り
易
く
解
説
し
て
い
た
だ
い

た
。
近
年
、
機

械
式
の
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
搭
載

し
た
腕
時
計
に

再
び
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
た

め
か
、
講
演
後

に
開
催
し
た
懇

親
会
で
は
、
参
加
者
が
久
保
田

氏
に
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
る

様
子
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

最
も
身
近
で
関
心
の
高
い

「
時
計
」
を
対
象
と
し
、
最
新
技

術
も
含
め
た
展
示
を
行
っ
た
こ

と
で
、
今
回
の
特
別
展
･
特
別

講
演
会
は
、
非
常
に
大
き
な
成

功
を
収
め
た
と
自
負
し
て
い
る
。

（
学
芸
員
・
講
師
　
丹
治
明
）

（3） 平成18年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第138号

低公害で熱効率の高い夢のエンジ

ンとされる「スターリングエンジン」

の自作品で、性能とアイデアを競う

「第9回スターリングテクノラリー」
が本学を会場に11月19日（土）開催
された。

今回は、前回と少し趣向が変わり、

「クーラークラス」が新設されると

ともに、車両競技に「宙返り耐久ク

ラス」と出場者を小中学生に限定し

た「ヤングクラス」が加わった。全

国から小・中・高・専門学校、大学、

社会人の196チームが参加し、前回
より約40チーム増加した。
本学からは、システム工学科・原

研究室からクーラークラスと人間乗

車クラスに出場し、人間乗車クラス

で奨励賞金賞を受賞した。受賞チー

ム「日工大」の代表・沼田誠君（シス

テム工学科4年・原研究室・越谷総
合技術高校出身）は、「今年の秋から3
人のチームで取り組み、先輩の残し

た技術を改良すると同時に、車両を

全く新しく設計し、部品一つひとつ

を作っていきました。全部品が完成

したのが昨夜で、今朝組み立てたの

ですが、思った様に走らなかったの

で、エンジンの出力を高めるなどの

改良を続けたい」と語ってくれた。

今年も11月18日（土）に本学で開
催する予定である。

●上：人間乗車クラスで優勝した「NAC岐阜」
下左：宙返り耐久クラス、下右：本学から参加の沼田君と原教授

学
生
自
治
会
へ
の
理
解
を
深
め

仲
間
達
と
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

情
報
工
学
科
3
年
　
開カ

イ

澤ザ
ワ

将マ
サ

希キ

（
富
山
県
立
魚
津
工
業
高
等
学
校
出
身
）

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
就
任
あ
い
さ
つ

秋元達也 君
電気電子工学科4年

（埼玉県立春日部工業高等学校出身）

■ 17個目の資格
取得へ挑戦中

て
社
会
で
働
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
と
、
も
っ
と
高
度
な
知
識

を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
相
反

す
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
知
識
を
身
に
つ
け
る

な
ら
今
し
か
な
い
と
進
学
を
決

断
す
る
。

大
学
に
入
学
す
る
と
、
も
と

も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

●上左：建築コンペ表彰式、上中：大食い大会、上右：ホームカミングデーで学内見学
下：ホームカミングデーで全員参加の記念撮影

今年も11月18日（土）本学で開催予定

99

「時計用小型工作機械の歴史」
の特別展を開催

●左から松野館長、セイコー（株）村野社長、セイコー時計
資料館小西館長

●工業技術博物館●

●手の平に乗せた時計用小型工作機械

全国から196チームが参加

第
37
回
若
杉
祭〈
11
月
4
日
・
5
日
・
6
日
〉開
催
さ
れ
る

『

』を
テ
ー
マ
に
盛
り
上
っ
た
3
日
間
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電
気
電
子
工
学
科
渡
辺
康
夫

教
授
は
、
こ
の
ほ
ど
（
社
）
電

子
情
報
通
信
学
会
か
ら
フ
ェ
ロ

ー
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
称
号
は
、
当
学
会
へ
の

9
月
2
・
3
日
に
日
本
機
械

学
会
関
東
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

講
演
会
が
、
足
利
工
業
大
学
で

開
催
さ
れ
、
約
3
0
0
名
が
参

加
し
、
計
1
7
1
件
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。
本
講
演
会
に
は
、

学
生
賞
（
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ

イ
シ
ョ
ン
賞
）
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
5
名
の
学
生
が
受
賞
し

た
が
、
内
3
名
が
、
本
学
大
学

院
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
学
生

で
あ
っ
た
。
今
回
の
受
賞
者
は
、

全
て
シ
ス
テ
ム
工
学
科
加
藤
重

雄
研
究
室
所
属
で
、
今
迄
に
無

い
快
挙
で
あ
る
。
受
賞
者
の
氏

名
と
受
賞
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

①
小
室
匠
君
（
本
学
大
学
院
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
1
年
、
下
館

工
業
高
校
出
身
）
、
「
吸
着
ブ
レ

ー
キ
型
空
気
圧
駆
動
管
内
ロ
ボ

ッ
ト
」
、
②
小
川
真
之
介
君
（
同

専
攻
2
年
、
行
田
工
業
高
校
出

身
）
、
「
空
気
圧
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
を
用
い
た
管
内
走
行
ロ
ボ
ッ

ト
（
分
岐
管
へ
の
対
応
と
摩
擦

ブ
レ
ー
キ
機
構
の
検
討
）
」
、
③

泉
俊
之
君
（
同
専
攻
2
年
、
本

学
付
属
東
京
工
業
高
校
出
身
）
、

「
気
液
相
変
化
マ
イ
ク
ロ
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
を
駆
動
源
に
用
い
た

鋏
に
よ
る
生
体
の
切
断
特
性
」

貢
献
が
大
き
く
、
か
つ
学
問
・

技
術
ま
た
は
関
連
す
る
事
業
に

関
し
て
功
績
が
認
め
ら
れ
る
正

会
員
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

フ
ェ
ロ
ー
選
出
制
度
は
平
成
12

年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今

年
で
6
回
目
。

渡
辺
教
授
は
、
慶
応
義
塾
大

学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業

後
、
昭
和
37
年
か
ら
平
成
7
年

4
月
ま
で
防
衛
庁
に
勤
務
し
、

主
に
技
術
研
究
本
部
で
、
レ
ー

ダ
技
術
お
よ
び
誘
導
技
術
の
研

究
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の

間
昭
和
48
年
に
は
、
テ
ネ
シ
ー

大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了

し
、
P
h.

D.

を
取
得
。
本
学
へ

は
平
成
7
年
4
月
に
着
任
し
、

工
学
的
に
未
開
の
電
波
領
域
で

あ
る
ミ
リ
波
か
ら
T
H
z
帯
の

新
し
い
電
波
応
用
技
術
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
技
術
は
、
例

え
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
壁
な

ど
の
内
部
や
背
部
の
透
視
、
衣

服
に
隠
さ
れ
た
武
器
薬
物
の
透

視
な
ど
へ
の
応
用
が
可
能
で
、

こ
れ
ら
は
、
先
駆
的
で
し
か
も

将
来
国
際
的
に
必
要
な
テ
ー
マ

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
教
授
は
、
こ
う
し
た
研
究

業
績
以
外
に
も
、
教
育
指
導
面

で
の
実
績
、
当
学
会
の
宇
宙
・

航
行
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究

分
野
へ
の
貢
献
に
加
え
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る

こ
と
が
、
今
回
の
受
賞
に
結
び

つ
い
た
。
今
後
の
益
々
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

■
宮
代
町
環
境
保
全
会
主
催

（
本
学
共
催
）「
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
（
10
／
15
）

町
民
約
20

名
が
参
加
。
佐
藤
茂
夫
教
授
に

よ
る
講
演
、
環
境
施
設
の
見
学

を
実
施
。
榊
原
・
宮
代
町
長
、

町
議
会
議
員
等
来
賓
多
数
。

I
S
O
―

5
年
度
は
、
教
職

員
・
学
内
関
連
会
社
・
学
生
が

一
体
と
な
っ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
活
動
に
よ
り
、
環
境
目
標

14
項
目
中
12
項
目
で
目
標
を
達

成
し
た
（
下
表
参
照
）。

I
S
O
―

6
年
度
に
は
、

そ
の
成
果
を
継
続
、
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
、
環
境
に
お
け

る
社
会
的
責
任
を
認
識

し
、
環
境
教
育
・
研
究

の
一
層
の
進
展
を
掲
げ
、

目
標
達
成
に
向
け
て
活

動
を
推
進
し
て
い
く
。

以
下
に
、
平
成
17
年
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

I
S
O
―

6
年
度
の
活
動

の
一
端
を
紹
介
す
る
。

■
「
化
学
物
質
取
扱
管
理
講
習

会
」（
化
学
物
質
管
理
検
討
部
会

主
催
）（
11
／
22
）

学
生
含
め

約
80
名
が
受
講
。
『
化
学
物
質
の

取
扱
い
に
お
け
る
安
全
指
針
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
解
説
。

■
「
第
1
回
・
日
本
工
業
大
学

■
か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
公
害
」
講
座
受

講
者
の
施
設
見
学
（
10
／
20
）

約
80
名
の
参
加
者
か
ら
は
専
門

的
な
質
問
も
多
く
、
市
民
の
環

境
意
識
の
高
さ
を
実
感
。

11
月
4
日
〜
6
日
に
開
催
さ
れ

た
若
杉
祭
に
、
学
生
環
境
推
進

委
員
会
が
本
学
1
―

2
0
6
教
室

で
、
3
班
に
分
か
れ
て
研
究
発

表
と
展
示
を
行
い
、
期
間
中
に

約
1
0
0
名
の
来
訪
者
が
あ
っ

た
。
展
示
内
容
は
、
①
自
転
車

を
使
っ
た
発
電
装
置
②
海
水
面

上
昇
実
験
装
置

③
緑
の
ダ
ム
実

験
装
置
の
3
件
。

学
生
環
境
推
進

委
員
会
も
5
年

目
を
迎
え
た
。

そ
の
間
、
学
生

自
治
会
の
代
表

者
が
兼
務
す
る

体
制
か
ら
独
立

し
、
新
組
織
が

誕
生
、
幅
広
い

活
動
が
可
能
と

な
っ
た
。

第
5
代
委
員
長

の
宮
川
雄
統
君

（

4
E
）

は

、

「
こ
れ
か
ら
も
、

環
境
推
進
活
動

を
通
し
て
、
学

内
外
を
問
わ
ず

多
く
の
方
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
」

と
話
し
て
い
る
。

に
あ
る
べ
き
環
境
教
育
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
環
境
教
育

検
討
部
会
主
催
）
開
催
（
12
／

17
）

千
葉
商
科
大
学
・
森
久

総
務
部
長
に
よ
る
招
待
講
演
に

始
ま
り
、
I
S
O
1
4
0
0
1

認
証
取
得
後
の
設
置
科
目
の
成

果
、
学
科
に
お
け
る
現
状
と
課

題
と
い
っ
た
事
例
紹
介
、
お
よ

び

”本
学
の
環
境
教
育
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
“
を
テ
ー
マ
に
総
合

討
論
を
行
っ
た
。
今
後
の
方
向

性
、
方
針
へ
つ
な
が
る
第
1
歩

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
10
／
5
〜
11
）
／
目
的
＝
自
然

言
語
処
理
の
画
像
検
索
へ
の
応

【
任
命
】

（
10
月
1
日
）

◆
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
所
長

兼
担
　
宮
澤
肇
教
授

（
11
月
1
日
）

◆
工
房
教
育
推
進
本
部
長
兼
担

黒
津
高
行
教
授

用
調
査
等
◆
神
雅
彦
助
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ

タ
リ
ア
（
10
／
8
〜
15
）
／
目

的
＝
第
8
回
塑
性
加
工
国
際
会

議
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
古
閑

伸
裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア
（
10
／
8

〜
15
）
／
目
的
＝
第
8
回
塑
性

加
工
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文

発
表
◆
加
藤
重
雄
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米

国
（
10
／
9
〜
14
）
／
目
的
＝

ア
メ
リ
カ
精
密
工
学
会
2
0
0

5
年
次
総
会
に
お
け
る
論
文
発

表
◆
柳
澤
章
学
長
／
出
張
先
＝

中
国
（
10
／
14
〜
20
）
／
目

的
＝
学
術
協
定
校
で
あ
る
華
中

科
技
大
学
と
の
相
互
交
流
・
意

見
交
換
等
◆
堀
田
勝
喜
教
授

（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
中
国
（
10
／
14
〜
20
）
／

目
的
＝
学
術
協
定
校
で
あ
る
華

中
科
技
大
学
と
の
相
互
交
流
・

意
見
交
換
等
◆
渡
辺
康
夫
教
授

（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
中
国
（
10
／
14
〜
20
）
／

目
的
＝
学
術
協
定
校
で
あ
る
華

中
科
技
大
学
と
の
相
互
交
流
・

意
見
交
換
等
◆
藤
田
則
夫
部
長

（
総
務
部
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
14
〜
20
）
／
目
的
＝
学
術

協
定
校
で
あ
る
華
中
科
技
大
学

と
の
相
互
交
流
・
意
見
交
換
等

◆

渋

谷

龍

美

課

長

（

総

務

課
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／

14
〜
20
）
／
目
的
＝
学
術
協
定

校
で
あ
る
華
中
科
技
大
学
と
の

相
互
交
流
・
意
見
交
換
等
◆
鈴

木
清
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン

（
10
／
18
〜
25
）
／
目
的
＝
第
1

回
国
際
工
業
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会

11
月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
、

埼
玉
県
立
宮
代
養
護
学
校
高
等

部
2
年
生
の
佐
藤
謙
太
君
が
、

「
産
業
現
場
に
お
け
る
実
習
」
の

一
環
と
し
て
、
本
学
の
経
理
課

で
体
験
実
習
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
養
護
学
校
の
生
徒
に

「
就
職
や
入
所
等
に
必
要
な
職
業

的
態
度
、
技
能
及
び
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

社
会
参
加
へ
の
心
構
え
を
養
う
」

と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
本
学
と
し
て
は
初

め
て
の
受
け
入
れ
。

初
日
は
緊
張
し
て
い
た
佐
藤

君
も
す
ぐ
に
ス
タ
ッ
フ
と
打
ち

解
け
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー

タ
入
力
や
文
章
作
成
な
ど
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま

た
、
昼
食
時
に
は
他
課
の
ス
タ

ッ
フ
も
交
え
、
談
笑
す
る
姿
も

見
ら
れ
た
。
佐
藤
君
に
と
っ
て

も
、
本
学
に
と
っ
て
も
貴
重
な

5
日
間
の
経
験
で
あ
っ
た
。

議
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
鈴
木

敏
正
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス

（
10
／
23
〜
31
）
／
目
的
＝
フ
ラ

ン
ス
国
立
科
学
研
究
所
に
お
け

る
研
究
打
合
せ
及
び
分
子
線
エ

ピ
タ
キ
シ
ー
成
長
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工

学

科

）

／

出

張

先

＝

タ

イ

（
11
／
1
〜
7
）
／
目
的
＝
塑
性

加
工
工
具
へ
の
硬
質
膜
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に

お
け
る
講
演
◆
渡
部
修
一
教
授

（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
タ
イ
（
11
／
1
〜
7
）
／

目
的
＝
塑
性
加
工
工
具
へ
の
硬

質
膜
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
講
演
◆
谷

澤
茂
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
11
／

5
〜
11
）
／
目
的
＝
第
31
回
米

国
電
気
電
子
学
会
産
業
電
子
部

門
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発

表
◆
星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
11
／
6
〜
10
）
／
目
的
＝
第
2

回
O
A
設
備
消
耗
品
の
生
産
技

術
・
市
場
供
給
論
壇
会
に
お
け

る
講
演
等
◆
矢
部
正
行
教
授

（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ミ

ャ
ン
マ
ー
（
11
／
8
〜
14
）
／

目
的
＝
ア
ジ
ア
太
平
洋
情
報
通

信
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
及

び
論
文
発
表
◆
伴
雅
人
助
教
授

（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
11
／
9
〜
12
）
／

目
的
＝
南
台
科
技
大
学
主
催
ナ

ノ
サ
イ
エ
ン
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る

研
究
発
表
◆
渡
辺
勝
彦
教
授

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
11
／
9
〜
13
）
／
目
的
＝
中
国

科
技
大
学
40
周
年
記
念
式
典
参

加
及
び
学
術
交
流
協
定
に
基
づ

く
『
文
化
財
保
存
と
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
活
用
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
の
講
演
な
ら
び
に
『
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
活
用
と
保
存
科

学
』
国
際
会
議
参
加
◆
波
多
野

純
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
11
／
9
〜
13
）
／

目
的
＝
中
国
科
技
大
学
40
周
年

記
念
式
典
参
加
及
び
学
術
交
流

協
定
に
基
づ
く
『
文
化
財
保
存

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
』
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演
な
ら
び

に
『
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
活

用
と
保
存
科
学
』
国
際
会
議
参

加
◆
辻
村
泰
寛
助
教
授
（
情
報

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
11
／
9
〜
13
）
／
目
的
＝
中
国

科
技
大
学
40
周
年
記
念
式
典
参

加
及
び
学
術
交
流
協
定
に
基
づ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
が

皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
多
き

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
テ
レ
ビ

埼
玉
の
「
市
町
村
30
秒
C
M
」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
県

内
の
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
見
ど
こ
ろ
や
名
物
な
ど
を

独
自
の
C
M
を
制
作
し
P
R

す
る
も
の
で
、
3
年
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
作

品
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、

優
秀
作
品
は
年
間
を
通
じ
て

C
M
が
実
際
に
放
送
さ
れ
ま

循
環
バ
ス
が
、
町
の
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の

で
、
親
し
み
や
す
い
ク
レ
イ

ア
ニ
メ
調
に
仕
立
て
て
あ
り

ま
す
。
プ
ロ
の
作
品
の
よ
う

な
完
成
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

か
わ
い
ら
し
い
ミ
ニ
チ
ュ
ア

バ
ス
が
、
粘
土
細
工
の
街
並

み
を
走
り
回
る
映
像
は
、
ど

な
た
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
是
非
、
こ
の
30
秒
C
M

「
町
内
循
環
バ
ス
で
行
こ
う
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
宮
代
の

良
さ
を
再
発
見
し
て
み
て
下

さ
い
。

（
宮
代
町
総
務
政
策
課
職
員
K
）

く
『
文
化
財
保
存
と
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
活
用
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
の
講
演
な
ら
び
に
『
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
活
用
と
保
存
科

学
』
国
際
会
議
参
加
◆
鈴
木
清

教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
中
国
（
11
／
11
〜

15
）
／
目
的
＝
ア
ジ
ア
精
密
工

学
及
び
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文

発
表
◆
鈴
木
敏
正
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米

国
（
11
／
28
〜
12
／
7
）
／
目

的
＝
材
料
研
究
学
会
2
0
0
5

年
秋
季
大
会
参
加
◆
星
野
坦
之

教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
韓
国
（
11
／
30
〜

12
／
4
）
／
目
的
＝
第
6
回
日

韓
画
像
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論

文
発
表

す
。
宮
代
町
は
、
昨
年
の
作

品
「
町
内
循
環
バ
ス
で
行
こ

う
」
で
、
埼
玉
県
町
村
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
現
在
、

テ
レ
ビ
埼
玉
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
合
わ
せ
れ
ば
、
宮
代
町
の

30
秒
C
M
を
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
C
M
は
、
町
民
の
身

近
な
交
通
機
関
で
あ
る
町
内

て
お
り
、
い
っ
た
ん
心
を
許
し

た
相
手
に
は
一
生
変
わ
ら
ぬ
友

情
を
持
ち
続
け
、
自
分
か
ら
は

決
し
て
裏
切
る
こ
と
が
な
く
、

と
て
も
忠
誠
心
が
強
い
と
の
こ

と
で
す
。

▼
平
成
18
（
2
0
0
6
）
年
の

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
間

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。
目
標
に
掲
げ
実

現
し
て
い
き
た
い
こ
と
。
例
え

ば
、
勉
強
・
ク
ラ
ブ
・
友
達
・

家
族
・
考
え
方
・
性
格
・
遊
び

等
な
ん
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
制
約
が
あ
る
中
で
す
が
、

培
え
る
も
の
は
無
限
で
す
。
時

が
漫
然
と
過
ぎ
て
い
く
こ
と
に

恐
怖
を
感
じ
て
下
さ
い
。
心
を

開
い
て
、
す
べ
て
に
好
奇
心
を

持
ち
、
経
験
を
重
ね
る
こ
と
は

人
生
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
そ
し

て
、
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い

く
こ
と
に
自
覚
的
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。
私
の
反
省
を
込
め

て
強
く
思
い
ま
す
。
す
ば
ら
し

い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
し
ま
す
。（
F
）

▼
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
。
本
年

は
戌
年
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
と
、
戌
年
の
人
は

義
理
人
情
に
厚
く
、

十
二
支
の
中
で
は
最

も
誠
実
さ
に
あ
ふ
れ

（4） 平成18年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第138号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
環
境
推
進
委
員
会
が

若
杉
祭
に
参
加

●若杉祭で公開した緑のダム実験装置

●左から、小室匠君、小川真之介君、泉俊之君
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編 集 後 記

人
事
異
動

国
外
出
張（
10
月
〜
11
月
）

本学ウェブページがリニューアル！

本学ウェブページの一部がリニューアルされた。
今回の改訂では、まずトップページのレイアウトを
再構築し、メニュー表示の整理や検索窓の設置、
タイムリーな話題をバナー形式にするなど、各情
報へのアクセス方法を大幅に改善。ほかにも、新
規ページ追加や写真の差し替えなど、最新の情
報を網羅している。
この機会に、身近
で便利な情報源と
して大いに活用し
てもらいたい。
URLは
http://www.nit.
ac.jp/
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項　　目 目　　標 主要実績 評価

1 環境関連科目の充実 授業を通して学生の環境意識の向上を図る
環境関連科目45科目を通じ、延べ7,760名に実施 ○
（前年度比2,150名増加）

環境共生に関する研究
・研究成果の環境マネジメント活動への反映 環境関連研究の推進（「年次要覧」参照）

2
の進展

・研究の進展と成果を共同研究に結びつける 「環境分野研究奨励助成金」採択研究の推進 ○
・研究論文を学会等で発表し、国内外で認知させる NITEC等を通じた共同研究、ヒートアイランド研究

環境関連情報の発信と 講演会、公開講座、シンポジウムなどを計画、
環境特別講演会（7回）、「2005NEW環境展」出展、

3
啓発 開催し、環境共生意識の啓発・普及を図る

N.I.T.エコロジープレスNO.5発刊、環境団体での講演、 ○
ホームページの充実

・教職員及び学生の環境意識の向上を図る
・教育訓練、講習会の実施、外部研修会への参加

4 EMS教育の推進 ・教職員の内部環境監査員養成セミナー受講
・48％（修了者114名）、学生の修了者は通算159名

○
率45％以上

5 学生EMSとの連携 EMSの環境管理活動を企画・実践する学生環 学園祭への参加、講演会、救命講習会、リサイクルショッ ○
境推進委員会への支援 プの開催、Kids ISOへの参加

体験的環境教育の推進 環境施設、研究成果等が環境へ及ぼす影響が
6（キャンパスのエコ・ 目に見えるキャンパスを創造し、体感による 対象施設の整備、説明板の設置（6研究・施設） ○
ミュージアム化の推進）環境意識の向上、環境教育を推進する

7 電力使用量の削減 予想使用量の1％削減 予想使用量を1.1％増加 ×
8 ガス使用量の削減 予想使用量の1％削減 予想使用量を3.2％削減 ○
9 上水使用量の削減 予想使用量の1％削減 予想使用量を2.2％削減 ○
10 紙使用量の削減 予想使用量の2％削減 予想使用量を2.1％削減 ○

11 廃棄物の削減・適正管理
予想排出量の2％減量化、

予想排出量を3.4％増加、資源化率53.5％ ×
一般廃棄物の資源化率60％以上

12 緑地整備・保全 長期計画に基づく整備・保全
学園創立100周年に向けたグランドデザインの検討、

○
緑地の維持、整備等

13
グリーン調達の積極的 グリーン調達率の向上（関連会社からの購入

グリーン調達率54.6％（金額ベース） ○
な推進 品調達率45％以上）

14 化学物質・廃液の適正管理 安全性向上へ向けての問題点の抽出 講習会、保有管理量の調査実施、化学物質取扱い指針の作成 ○

■ISO-5年度　環境目標の達成状況／2004年10月～2005年9月 〈評価〉○…達成、×…未達成
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ISO-5年度 環境目標の達成状況 
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